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新型コロナウイルス感染症流行でセカンドライフの行事企画が難しい中、感染対策が十分取れ 
る事を一番に考え、５月と６月に行事を企画しました。６月の行事は運転免許保持者に限定され 
ましたが、５月の道交法改正で７５歳以上の高齢者ドライバーに一定の違反歴があれば実車試験 
が追加されます。そのため会員に今後も安全に車を運転して頂こうと、身近で借りられる「ドラ 
イビングシミュレーター搭載車両 きずな号」を借り、映像での運転感覚体験を計画しました。 
液晶３画面のモニターに映る画像を見ながらハンドルとアクセル・ブレーキを操作し走行、動 

体視力・注意、配分力・判断力・記憶力・危険予測・運転操作・法令順守についての診断がされ 
ます。（体験者の感想などは中国新聞の記事に） なお申込者は１６名で、当日の参加者は１５名 
でした。当初、無料枠で申込してましたが抽選で外れ有料となり、そのため参加費を頂きました。 
行事終了後、無料枠の団体がコロナの関係でキャンセルされた事が判明し、我々に無料枠が回っ 

て来て徴収の会費は返金となりました。 
 

    

     

     

     

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

   

      「きずな号」        安全運転診断後の記者からの取材   東署廣島警部補からの交通指導 

第 126号 

 

備後セカンドライフくらぶだより 

 

  

ドライビングシミュレーター搭載車による安全運転診断  

六
月
十
二
日
（
日
曜
日
） 

中
国
新
聞
朝
刊
（
備
後
版
２
９
ペ
ー
ジ
）
記
事 

 


